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施工会社選択に役立つホームページ

実績、工事保険などの基準を設けて選別

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
取
り
付
け
工
事
を
行
う

優
良
な
会
社
を
ど
う
や

っ

て
探
せ
ば
農
い
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
も

い
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
人

を
対
象
に
し
た
施
工
会
社

を
検
索
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
登
場
し
て
い
る
。

一
般
消
費
者
、
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
、
パ
ネ
ル
選
定

の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
施
工

会
社
の
紹
介
ま
で
行
う
ソ

ー

ラ
ー
パ
ー

ト
ナ

ー
ズ

（
東
京
都
港
区
）
は
、
無
料

で
男
積
も
り
依
頼
が
で
き

る
サ
イ
ト

「
ソ
ー
ラ
ー
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
」
を
運
営
し

・
て
い
る
。
屋
根
の
形
や

一
大
き
さ
、
メ
ー
カ
ー
の

，希
望
や
地
域
に
応
じ
て

最
適
の
パ
ネ
ル
を
選
択

し
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
施

工
に
強
い
会
社
を
選
別

し
て
見
積
も
り
を
出
し

て
も
ら
う
と
い
う
も
の

一
だ
。
同
社
は
成
約
し
た

一
場
合
に
施
工
会
社
か
ら

暁
宵
特
刀
ば
引
い
け
門
ぼ
拘
幌
綿
地
り
紹
介
料
を
得
る
た
め
、

「イ
エ
ソ
ラ
」
を
運
営

報
観
雌
説
「り仲
帥
海
殊
靴
の
検
索
が
で

相
談
者
に
対
し
て
中
立
の

立
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
に
応

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
が
紹
介
す
る
施
工

会
社
は
１
０
０
件
以
上
の

施
工
実
績
が
あ
る
と
い
う

こ
と
や
工
事
保
険
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
、
信
販
会

社
と
の
提
携
が
あ
る
か
な

ど
も
基
準
に
な

っ
て
い
る

と
い
う
。

「
工
事
に
対
す
る
保
証

や
経
営
状
態
も
審
査
し
て

い
ま
す
」

（
中
村
雄
介
取

締
役
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
卸

・
販
売
を
行
う
山
善

（
大
阪
府
大
阪
市
）
も
見

積
も
り
依
頼
と
施
工
会
社

を
検
索

で
き
る
サ
イ

ト

豊田糾豚辞ゃりⅢ卓af 撤

鞭
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コ
ン
サ
ル
デ
ィ
ン
グ
会
社
編

ゎ
〔賃
貸‐―荘
！坊
な
！儲
挙

太
陽
光
発
電
ブ
，
ム

中
立
を
立
場
で
俵弾字調効封Ｄ却紳姥腕

一而讐土に胸力＆納天打　わ「棘舗的抑勲教抑智難
帥帥舵中”紳れ刈的の加
岬姉証準誠車効難抑惨賄
床「小力菊筆榊的範舜”
競ｋ中ウ醐殻閉汐叫夢蔵

あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
太
陽
光

・つ
に
か
け
合
う
も
、

一
度
屋

パ
ネ
ル
を
取
り

つ
け
て
間
も

根
に
開
け
た
穴
を
修
復
す
る

な
く
す
る
と
、
入
居
者
か
ら

に
は
大
掛
か
り
な
工
事
が
必

雨
漏
り
の
ク
レ
ー
ム
が
発
生
。
要
に
な

っ
た
と
い
う
。

す
ぐ
に
設
置
工
事
を
行

っ
た

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

会
社
に
関
い
合
わ
せ
た
が
、
　

導
入
を
決
め
た
場
合
、
消
費

者
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
商

品
を
購
入
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
施
工
唐
や
リ
フ
ォ
ー
ム

唐
な
ど
の
取
次
店
で
施
工
を

含
め
て
購
入
す
る
こ
と
が

一

―
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に
対
応
で

き
る
こ
と
は
少
な
い
。
施
工

研
修
を
受
け
、
Ｉ
Ｄ
の
発
行

を
受
け
た
メ
ー
カ
ー
数
社
の

み
を
取
り
扱

っ
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
１
つ
の
メ

術
が
無
い
施
工
店
が
工
事
し

て
雨
漏
り
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
多
い
。

そ
の
た
め
、
１
社
だ
け
で
は

な
く
、
数
社
に
相
談
し
た
り

見
積
も
り
を
出
し
て
も
ら
う

て
い
る
。

設
置
工
事
会
社
と
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
す
る

一
般

ユ
ー
ザ
ー
を

マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
サ
イ
ト

「
ソ

ー
ラ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
を

運
営
す
る
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
東
京
都
港
区
）
は
、

屋
根
の
形
状
や
築
年
数
、
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
希
望
を
聞
い

た
う
え
で
見
積
り
を
と
り
、

施
工
会
社
を
紹
介
す
る
と
い

う

サ
ー

ビ

ス
を

行

っ
て

い

る
。
工
事
が
成
杓
す
れ
ば
、

紹
介
費
用
と
し
て
施
工
会
社

か
ら
フ
ィ
ー
を
受
け
取
る
と

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。

同
社
が
直
接

ユ
ー
ザ
ー
に
販

売
せ
ず
、
中
立
的
な
立
場
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
間
け
る
点
が

好
評
だ
。
２
０
１
０
年
５
月

に
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
戸
建

て
で
の
検
討
者
の
ほ
か
、
隻

貸
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
間
い
合

わ
せ
も
増
加
し
て
お
り
、
最

近
で
は
週
に
１
、
２
件
の
頻

度
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

同
社
が
紹
介
す
る
設
置
工

事
会
社
も
提
携
に
は
墓
準
を

設
け
て
い
る
。

「
実
績
１
０

も
り
を
取
る
と
い
う
前
段
階

で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
疑
間
、
不
安
が
多

く
、
同
じ
よ
つ
な
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
か

っ
た
た
め
、
サ

イ
ト
化
し
て
公
開

・
共
有
す

る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

「
メ

ー
カ
ー
は
ど
う
や

っ
て
選
ベ

ば
よ
い
か
」

「
補
助
金
の
売

電
の
締
め
切
り
に
つ
い
て
」

な
ど
と
い

っ
た
質
問
が
匿
名

で
よ
せ
ら
れ
、
中
村
取
締
役

が
１

つ
１
つ
に
回
答
す
る
。

閲
覧
さ
れ
た
回
数
が
多
い
も

の
か
ら
順
に
表
示
さ
れ
る
パ

タ
ー
ン
と
、
回
答
し
た
日
付

順
に
表
示
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン

な
ど
が
あ
る
。

「
産
業
用
補
助
金
が
な
く

な
る
今
年
、
施
工
会
社
は
隻

黛
住
宅

へ
の
工
事
に
軸
足
を

向
け
ま
す
。
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る

員
黛
オ
ー
ナ
ー
と
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」

（
中
村
取

締
役
）

配
線

工
事

、
架
台

の
選
走

―
カ
ー
を
む
り
押
し
さ
れ
た

な
ど
、
多
く
の
意
見
を
聞
く

社
中
村
雄
介
取
締
役
）

り
、

「
お
宅
の
屋
根
に
は
こ

，こ
と
も
重
要
に
な
る
。
　
　
　
　
同
社
で
は
、
太
陽
光
発
電

の
メ
ー
カ
ー
し
か
取
り

つ
け

　

中
立
的
な
立
場
か
ら
個
別

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す

で
き
ま
せ
ん
」
と
取
引
の
あ

に
メ
ー
カ
ー
選
定
、
施
工
店

る
人
が
疑
間
を
解
消
す
る
た

る
メ
ー
カ
ー
の
製
品
し
か
選

選
び
、
連
携
方
法
な
ど
も
サ

め
の
サ
イ
ト

「
教
え
て
１
答

<補 助金について>

経 済 産 業 省 が 定 め た住 宅用 太 陽光 発

電 導 入 費 の補 助 金 交 付 の 申請 、害 査 、

受 付 、補 助 金 の支 払 い を 行 う J一 PE

C(ジ エイ ペ ツク :千 葉 県 千 葉 市 )は 、

2010 F々12月 27日 -2011年 3月 31:ヨま

で 、補 正 予 算 成 立 に伴 う補 助 金 の 申請

を受 けfNjける。 内 容 は 2010勺 二4月 26日
～ 12月 24日 まで 受 け付 けて い た補 助 金

と同 じで 、 公称 最 大 出力 lkWあ た り

7万 円。 公 称 最 大 出力 が 10k W未 満 、

lkW当 た りの シス テ ム価 格 が 65万 円

(税抜 )で あ る こ とが条 件 。

グ
を
行
う
。
東
京
電
カ
グ
ル

ー
プ
、
リ
ビ
タ
（
東
京
都
渋

谷
区
》
が
手
掛
け
た
リ
ノ

ベ

ー
シ

ョ
ン
分
譲

マ
ン
シ

ョ
ン

「
リ
ビ
タ
リ
ノ
ア
元
住
吉
（
仮

称
と
で
は
建
物
の
環
境
性
能

の
設
計
を

一
任
さ
れ
た
。

同
社
は
、
集
合
住
宅
な
ど

へ
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
す
る
企
業
向
け

に
パ
ネ
ル
の
メ
ー
カ
ー
、
架

台
の
種
類
、
電
気
工
事
、
発

電
効
率
な
ど
多
角
的
に
検
討

し
て
設
計
ま
で
も
行
う
。
今

年
、
来
年
に
は
同
社
が

コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
た
１０
～
１

４
０
戸
規
模
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
隻
黛

住
宅
住
物
件
が
竣
工
さ
れ
る

予
定
だ
。

同
社
の
場
合
、
ま
ず
は
専

有
部

へ
の
送
電
を
検
討
す
る

が
、
成
立
が
難
し
い
場
合
は

ア
感
を
出
す
、
も
し
く
は
日

当
た
り
の
悪
さ
や
１
階
と
い

っ
た
弱
含
み
の
住
戸

へ
導
入

し
、
物
作
価
値
を
均
東
化
す

る
の
に
効
果
的
に
使
え
る
と

思

っ
て
い
ま
す
」

（
同
社
大

野
薫
司
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
。

こ
れ
ま
で
既
築
の
集
合
住

宅
の
場
合
、
工
事
の
手
間
や

コ
ス
ト
面
の
問
題
か
ら
木
造

で
の
導
入
が
多
か

っ
た
が
、

Ｒ
Ｃ
タ
イ
プ
の
も
の
に
も
積

極
的
に
導
入
を
促
す
。
大
規

模
物
件
は
住
宅
用
と
し
て
で

は
な
く
、
産
業
用
の
パ
ネ
ル

と
し
て
男
な
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
同
社
が
提

携
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
メ
ー

カ
ー

・
グ

リ

ッ
ド

（
東
京
都
港
区
）
の
製
品
は
、

産
業
用
で
も
１０
年
の
メ
ー
カ

ー
保
証
が

つ
く
た
め
、
導
入

の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と

賃貸住宅への太陽光発電システム設置パターン
①発電した電気をオーナー宅で使う

t暑昌督暑を母言暑皆ピタ〕

発電した電気はオーナー宅

で使用、余った分を売電

オーナーは収入を得られる

発電した電気を共用部 (照

明など)に 利用 余 った分

を売電、オーナーの収入に

なる

「エコマンション」として

アピールできる

昼間は電気の使用料が少な

いので効率よく売電できる

②発電した電気を共用部で使う

・発電した電気を入居者が利用、

余った分を売電し、入居者の

収入になる
「エコマンション」 「省エネ

マンション」としてアピール

でき、建物の付力n価値向上、

空室対策にも効果がある

現状の売電価格は48円だが、

平成23年度以降に入居者が入

れ奮わった場合は、その年度

の売電価格になる

③発電した電気を入居者が使う

加郵朝難い華壌韓節鴻慈　総一〈塁フラン歩指聾案　球締卿範韓初雑堰蛯姉知
郵賛嵯賄衆抑”評件「旋勃

芝
な
ど
と
い

っ
た
メ
ー
カ
Ｉ

　

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
ア
リ
カ

中

を
取
り
扱

っ
て
い
る
か
、
工

東
京
都
港
区
）
は
建
物
の
環

事
保
証
に
加
入
し
て
い
る
か

境
性
能
を
総
合
的
に
検
討

・

も
確
認
し
て
い
ま
す
」

（
同

計
画
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

リ
ノ
ア
元
住
吉
の
よ
う
に
、
　

か

っ
た
で
す
が
、
今
後
は
個

「
最
上
階
の
４
戸
の
み
」
と

人
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

い

っ
た

一
部
の
住
戸

へ
の
送

展
開
も
行

っ
て
い
く
つ
も
り

電
も
提
案
す
る
。

「
プ
レ
ミ

で
す
」

（
大
野
氏
）
。
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ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
調

く

ソ
酢
ラ

＝
ン
聞
＆

！【
」
勲
申
砕
”
ヤ
車
時
”
一
参
オ
”
中
い
申
韓
『
卵
”
判

不
‐！向き
は
あ
つ
ま
す
か
一
！
す
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー

Ａ

．
木
造
、
プ
レ

ハ
ブ
の
場

合
は
構
造
に
よ
る
向
き

・
不

向
き
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｒ
Ｃ
造
の
場
合
、
屋
上
部
の

厚
さ
や
断
熱
材
の
有
無
の
間

題
が
あ
り
、
建
物
に
よ

っ
て

は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
い
て
い
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
施
工
業
者
に

現
地
調
査
を
し
て
も
ら
い
、

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

（
中
村
氏
）

Ａ

．
傾
斜
屋
根
の
場
合
、
防

水
唐
を
員
通
す
る
架
台
基
礎

を
用
い
る
方
法
が
従
来
の
工

や
架
台
メ
ー
カ
ー
、
屋
根
材

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
防
水
性
を

考
慮
し
た
新
し
い
設
置
方
法

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ

陸
屋
根
の
場
合
は
防
水
仕
様

と
架
台
の
適
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

防
水
保
証
の
残
存
年
数
が
あ

る
場
合
は
防
水
施
工
会
社
と

保
証
に
関
し
て
整
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
（
大
野
氏
）

！！一ン

！！ ！
弾
取 だ ．
↓
却
車
ウ
芽
中
申
昨
樺

！い
〓
中
穀
中
市
中
コ
ヽ
コ
コ
！

化
合
物
系
は
曇
り
に
強
い
の

Ａ

．
メ
ー
カ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
の
取
得

で
、
角
度
が
緩
や
か
で
し
た

は
必
須
で
す
。
（
安
田
氏
）

ら
シ
リ

コ
ン
系
の
東
西
よ
り

Ａ

．
計
画
と
同
様
の
構
造
・防

発
電
し
ま
す
。
状
況
に
よ

っ
　
水
の
建
物
で
の
工
事
実
績
や

て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

会
社
規
模
な
ど
が

一
つ
の
目

す
。

（
安
田
氏
）
　

　

　

　

安
と
な
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

！熙

！！
中
中
ン

Ａ

。
積
雪
量
に
よ
り
設
置
不

実
直

・
誠
実
に
工
事
を
し
て

可
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
各

く
れ
る
か
ど
う
か
を
自
分
自

メ
ー
カ
ー
の
施
工
基
準
が
あ

身
で
判
断
す
る
事
が
必
要
だ

り
ま
す
。

（
安
国
民
）
　

　

と
思
い
ま
す
。
工
事
保
険
に

気
温
が
低
い
方
が
発
電
効
率

入

っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し

は
良
い
で
す
が
、
モ
ジ

ュ
ー

ま
し

ょ
Ｄ
。

（
中
村
氏
）

中ン

一ン
Ａ

．
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
素
材
ほ

現
在
大
き
く
わ
け
て
多
結
晶

シ
リ

コ
ン
、
単
結
晶
シ
リ

コ

ン
、
化
合
物
系
の
３

つ
が
あ

り
ま
す
。
左
記
に
ま
と
め
ま

す
。

（
中
村
氏
）

―

カ
ー

な

ど

あ

り
ま

す

の

で
、
発
電
昌
や
見
栄
え
、
金

額
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
ま

し

ょ
つ
。

（
安
田
氏
）

一鶴
鋼
覇

！
【
車
一
中
「
一
「
″
抑
井
一
！
”
ヽ
い
時
中
中
韓
酵
部
呻
『

Ａ

．
ど
の
メ
ー
カ
ー
も
対
応

円
で
申
請
さ
れ
ま
し
た
。
こ

可
能
で
す
。
し
か
し
、
寄
棟

れ
に
合
わ
せ
て
販
売
価
格
も

な
ど
に
は
見
栄
え
の
良
い
メ

下
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
す
。

一
方
、
今
年
度
の
補

後
以
降
に
は
パ
ワ
コ
ン
の
製

助
金
額
は
ｌ
ｋ
Ｗ
あ
た
り
７

品
価
格
も
下
が

っ
て
い
く
と

万
円
で
し
た
が
、
来
年
度
の

思
わ
れ
ま
す
。

（
中
村
氏
）

の
執
牛
中
邦
中
車
如
串
お
申

一ヽ

打
車
”
中
“
印
抑
帥
“
一

価
格
の
低
下
を
見
込
み
、
現

Ａ

．
発
電
効
率
は
初
期
低
減

在
の
ｌ
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
４８
円

後
、
不
具
合
や
故
障
で
な
い

か
ら
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い

限
り
著
し
く
下
が
る
こ
と
は

ま
す
。
商
品
価
格
は
下
が
る

な
い
と
い
う
の
が

一
般
的
な

も
の
の
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

見
解
で
す
。

（
大
野
氏
）

補
助
金
額
や
売
電
価
格
も
下

Ａ

．
発
電
効
率
の
経
年
劣
化

が

っ
て
い
く
た
め
、
あ
え
て

を
表
し
た
資
料
は
あ
り
ま
せ

時
期
を
待

つ
必
要
性
は
無
い

ん
が
、
各
メ
ー
カ
１
１０
年
保

と
思
い
ま
す
。

（
中
村
氏
）

証
の
中
で
９０
夕
の
出
力
保
証

！幅い珊孫神摯対！納一わ！能賄つてぉります。（中

単‐．鴻り相力刻の小門は
，銀叫帥い難韓価靭や坤押一

郵≠鞠睦韓確却融抑率瑚地
徹助．卸用卵兜設親跡範抽

Ａ（・中期願庁２０年以上つい
嘘伽緋嘘鋒姉荘卿帥悼卸

なか鴻準昨一カ∞兼競ぱ
膨特い範馳離行や雅蝉汁

却坤和争嵯球〕れていま
輛的鶴φ防てっ吹設つし“嶋

一稗
酵
播
ツ鰭
網
！ゑ
繋
範勤羅
銹
護

毎に焼期嫌雅聴帥朗菊詐
舶賊々
確認下さい。
（中

議
（る定馳乾玲勧めし
一い韓
鞘
嘱
！

映“節節舶嬢勲犠輸兜新
恐志唯勲噂礎馳庫茅宰華

庫炉荊焔い”巾能難郁牽
非却醐峻並梯怖り（る定弱

が、修理が発生する１０年
氏）

桑材
秀揺

効率
価格

多結晶シリコン 中 低

単結晶シリコン 一局 (=洋 電機 ・
i獣
ソ

化合物系 低 低

太陽光発電 シ

ステムの導入

計画など建物

の環境性能 コ

ンサルティン

グ を 請 け 負

ンンー観|
り、施工店のソ~喬姦濯苫

~ズ
紹介を行う。  中 村雄合取締役(34)

<回 答者>

(東京都港区)
大野黄司マネツヤー(抑

国内外のメー

カ ー に 対 応  ‐

し、施工店向  |

けに施工のア  ー

ウ トソーシン

グサービスを ★藤命貢商掃や
展 開 。       安 田哲社長御 )

藍
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